

















































































































































































































































































































































28ムウジポンシと演講調基 76.6 14 73.7 54 93.1
7.110.009.01答回無
参加動機（複数回答あり）
26　　たっあが味興にマーテ 50.4 13 54.2 9 14.8
新しいことを学んでみたかった 4 3.3 1 4.2 2 3.3
82たっあが味興に演講調基 22.8 2 8.3 1 1.6
シンポジウムに興味があった 4 3.3 1 4.2 1 1.6
22　たれらめ勧に司上 17.9 2 8.3
6.64たれらめ勧に生級同や輩先
140.004.23たれらめ勧に員教学本 67.2








よく理解できた 63 58.9 12 63.2 30 51.7
どちらかといえば理解できた 42 39.3 7 36.8 24 41.4
あまり理解できなかった 2 1.9 0 0.0 4 6.9
まったく理解できなかった 0 0.0 0 0.0 0 0.0
多職種連携に対する理解度
よく理解できた 59 55.1 10 52.6 26 44.8
どちらかといえば理解できた 39 36.4 9 47.4 29 50.0
あまり理解できなかった 6 5.6 0 0.0 2 3.4
まったく理解できなかった 1 0.9 0 0.0 0 0.0













































よく理解できた 48 44.9 11 57.9 21 36.2
どちらかといえば理解できた 55 51.4 8 42.1 35 60.3
あまり理解できなかった 2 1.9 0 0.0 2 3.4
まったく理解できなまった 0 0.0 0 0.0 0 0.0
無回答 2 1.9 0 0.0 0 0.0
多職種連携の方法理解
よく理解できた 32 29.9 7 36.8 17 29.3
どちらかといえば理解できた 58 54.2 11 57.9 38 65.5
あまり理解できなかった 12 11.2 1 5.3 3 5.2
まったく理解できなまった 1 0.9 0 0.0 0 0.0






とても高まった 47 43.9 10 52.6 29 50.0
どちらかといえば高まった 58 54.2 9 47.4 27 46.6
あまり高まらなかった 0 0.0 0 0.0 2 3.4
まったく高まらなかった 0 0.0 0 0.0 0 0.0
無回答 2 1.9 0 0.0 0 0.0
多職種連携への意欲
とても高まった 44 41.1 7 36.8 17 29.3
どちらかといえば高まった 54 50.5 12 63.2 38 65.5
あまり高まらなかった 5 4.7 0 0.0 3 5.2
まったく高まらなかった 1 0.9 0 0.0 0 0.0


















































とても必要だと思う 29 27.1 3 15.8 26 44.8
どちらかといえば必要だと思う 43 40.2 12 63.2 27 46.6
あまり必要だと思わない 22 20.6 4 21.1 5 8.6
まったく必要だと思わない 3 2.8 0 0.0 0 0.0
無回答 10 9.3 0 0.0 0 0.0
参加したい研修企画（複数回答）
最新の専門知識 47 34.1 7 25.9 9 14.8
専門技術の向上 23 16.7 7 25.9 15 24.6
実践的な知識・技術 60 43.5 10 37.0 36 59.0







無回答 4 2.9 1 3.7 1 1.6
n=107 n=19 n=58
一般参加者人数　％ 卒業生人数　％ 在校生人数　％








































































































































































2科学法療業作 20.0 5 17.2










6たし足満変大 60.0 17 58.6




卒業生もしくは在校生と交流できた　 9 52.9 22 52.4
4たきで換交報情 23.5 12 28.6
4.210.00　　たれらじ感をりがなつの校母
他学科の卒業生もしくは在校生と交流できた 0 0.0 2 4.8






4　　いたし加参ひぜ 40.0 9 31.0





同年代との交流をメインとしたプログラム 4 23.5 5 13.9
幅広くいろいろな年代と交流できるプログラム 7 41.2 17 47.2
在校生との交流をメインとしたプログラム 3 17.6 4 11.1
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